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本書について 
  ・本書は，FCD-13A/FCR-13Aモニタソフト "SWM-FC003" (以下，モニタソフト)のインストール方法に 

ついて説明したものです。 
  ・本書の説明は，Windows 95で行っていますが，他のOS(Windows 98/Me/NT4.0/2000/XP)も同様の操作 

で行えます。 
  ・本書では "XXページを参照してください" を( P.XX)と表現しております。 
 
 

モニタソフト使用上の注意 
============================================================================== 

ソフトウェア使用許諾契約書 

============================================================================== 
1. 使用許諾 

(1)お客様は，本契約に同意していただいた場合のみ本ソフトウェアを使用することができます。 
(2)お客様は，本ソフトウェアをリバースエンジニアリング，逆コンパイルもしくは逆アセンブル 

をしてはならないものとします。 
2. 著作権 

本ソフトウェアに関する著作権は，神港テクノス株式会社(以下，弊社と表記します)が保有して 
います。 

3. 譲渡の規制 
お客様は，本ソフトウェアを譲渡，貸与またはリースすることはできません。 

4. 複製 
お客様は，本ソフトウェアのコピーを配布することはできません。 

5. 免責 
(1)弊社は，本ソフトウェアを使用した結果に関していかなる保証も行いません。 

本ソフトウェアに関して発生する問題は，お客様の責任および費用負担によって処理される 
ものとします。 

(2)弊社はいかなる場合であっても，お客様が本ソフトウェアを使用することにより生じ商業的 
利益の逸失，商業の支障その他いかなる損害について，たとえかかる損害が生じる可能性が 
あることにつき通知を受けていた場合であっても一切の責任を負わないものとします。 

============================================================================== 
 
 
 

 

     ・Windows95/98/Me/NT4.0/2000/XPは，米国マイクロソフト社の登録商標です。 
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1. モニタソフトご使用の準備 
1.1 動作環境 

モニタソフトは，下記の環境で動作します。 
●パソコン 

Windowsで動作するパソコン 
・RS-232Cインタフェース装備(通信ポートCOM1またはCOM2を選択) 
・ハードディスク空き容量 インストール時，50Mバイト以上 
・CD-ROMドライブ装備 

●OS 
Windows XP Home Edition (日本語版) 
Windows XP Professional (日本語版) 
Windows 2000 Professional (日本語版) 
Windows Me (日本語版) 
Windows NT4.0 (日本語版) 
Windows 98 (日本語版) 
Windows 95 (日本語版) 

●ディスプレイ 
解像度 800×600ドット以上 
フォントは "小さいフォント" を選択してください。 
フォントの設定方法を以下に示します( P.3～5)。 

 

・フォントの設定方法 
"大きいフォント" から "小さいフォント" に変更する設定方法を，下記の手順で行います。 

 
(1) 起動しているアプリケーションを全て終了してください。 

スタートメニューから，[設定(S)] - [コントロールパネル(C)]を選択しクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1.1-1 
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(2) [画面]アイコンをダブルクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図1.1-2 

 
(3) [ディスプレイの詳細]タブをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.1-3 
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(4) ディスプレイのフォントサイズ(F)を "小さいフォント" にし，[OK]ボタンをクリックしてくだ 

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.1-4 
 

(5) [はい(Y)]ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

図1.1-5 

 

(6) システムの再起動後，フォントが "小さいフォント" に設定されます。 

 



-6- 

 

1.2 インストール手順 

 
モニタソフトのインストール手順について説明します。 
パソコンのドライブ構成は下記の通りです。 
本書は，Dドライブにダウンロード，解凍したことを前提に，セットアップの方法を説明します。 
お使いの環境に合わせてドライブを指定してください。 

Aドライブ: フロッピーディスク 
Cドライブ: ハードディスク 
Dドライブ: ハードディスク 
Eドライブ: CD-ROM 

 
(1) スタートメニューから，[ ファイル名を指定して実行(R) ]を選択しクリックしてください。 

(図1.2-1) 
 
(2) [ 参照(B) ]ボタンをクリックしてください。(図1.2-2) 

 

 

 

 

 

図1.2-2 

 

 

 

 

 
図1.2-1 

 
(3) ファイルの場所(I)ダイアログボックスから "ローカルディスク (D:)" を選択してください。 

(図1.2-3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図1.2-3 

インストールを始める前に，他に起動しているアプリケーションを全て終了してください。 

フォントを "小さいフォント" に設定してください。( P.3～5) 
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(4) SWM-FC003_Vxxxフォルダ内，セットアップファイル "setup.exe" を選択し，[ 開く(O) ]ボタン 
 をクリックしてください。(図1.2-4) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1.2-4 
 
(5) [ OK ]ボタンをクリックしてください。(図1.2-5) 

SWM-FC003 セットアップウィザードが表示されます。 
 
 
 
 
 
 

図1.2-5 
 
(6) セットアップファイルをコピーしている間，以下のような画面が表示されます。(図1.2-6) 

 

 

 

 

 

 

 

 
図1.2-6 

 
(7) [ OK ]ボタンをクリックしてください。(図1.2-7) 

インストールを中止，終了したい場合，[ 終了(X) ]ボタンをクリックしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 
図1.2-7 
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(8) インストール先のドライブ名とフォルダ (ディレクトリ) 名を確認してください。(図1.2-8) 

初は "C:¥Program Files¥SWM-FC003_Vxxx¥" にインストールするよう指定されています。 
上記インストール先でよければ，アイコンボタンをクリックしてください。 
インストール先を変更したい場合，[ディレクトリ変更(C)]ボタンをクリックしてください。 
インストールを中止，終了したい場合，[終了(X)]ボタンをクリックしてください。 

 
インストール先の変更画面 (図1.2-9) 
ドライブ名とフォルダ(ディレクトリ)名を指定し，[ OK ]ボタンをクリックしてください。 
何の操作もせず，前画面に戻りたい場合，[ キャンセル ]ボタンをクリックしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1.2-8 図1.2-9 
 
(9) モニタソフトのプログラムグループを選択してください。(図1.2-10) 

初は "SHINKO TECHNOS" グループに指定されています。 
上記グループでよければ，[ 継続(C) ]ボタンをクリックしてください。 
グループ名を変更したい場合，新しいグループ名を入力するか，既存のグループリストから選択 
してください。 
インストールを中止，終了したい場合，[ キャンセル ]ボタンをクリックしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1.2-10 
 
(10) ファイルをコピーする状況がバーグラフで表示されます。(図1.2-11) 

インストールを中止する場合，[ キャンセル ]ボタンをクリックしてください。 
 
(11) インストールが完了すると，以下の画面が表示されます。(図1.2-12) 

[ OK ]ボタンをクリックしてください。 
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図1.2-11 図1.2-12 
 
・インストール中のエラーメッセージについて 

OSによっては，インストール中，以下の画面が表示されることがあります。(図1.2-13，1.2-14) 
これはインストールファイルに含まれているシステムファイルが，パソコンのシステムファイル 
より古いかまたは同じ日付のため表示するエラーメッセージです。 
[ はい(Y) ]ボタンをクリックしてください。インストールを続けます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1.2-13 図1.2-14 
 
 

1.3 アンインストール手順 

ハードディスクから，モニタソフトの関連ファイルを削除する手順について説明します。 

 
(1) スタートメニューから，[設定(S)] - [コントロールパネル(C)]を選択しクリックしてください。 

(図1.3-1) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図1.3-1 
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(2) [アプリケーションの追加と削除]アイコンをダブルクリックしてください。(図1.3-2) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1.3-2 

 

(3) アプリケーションのリストで "SWM-FC003_Vxxx" をクリックまたはカーソルで選択して[追加 
と削除(R)]ボタンをクリックしてください。(図1.3-3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1.3-3 
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(4) 削除の確認ダイアログが表示されます。(図1.3-4) 

[ はい(Y) ]ボタンをクリックしてください。 
 
(5) アンインストールが正常に終了した場合，以下の画面が表示されます。(図1.3-5) 

[ OK ]ボタンをクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 

図1.3-4 図1.3-5 
 
 
・アンインストール中のエラーメッセージについて 
アンインストール中，以下の画面が表示されることがあります。(図1.3-6) 
[ OK ]ボタンをクリックしてください。 

 
 
 
 
 

図1.3-6 
 

削除するファイルの中に共有ファイルがあると，以下の画面が表示されます。(図1.3-7) 
[ 保存(K) ]ボタンをクリックしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1.3-7 

 
アンインストールが終了した場合，以下の画面が表示されます。(図1.3-8，1.3-9) 
[ OK ]ボタンをクリックしてください。 

 
 
 
 
 

図1.3-8 図1.3-9 
 

アプリケーションを完全に削除したい場合，エクスプローラを起動またはファイルやフォルダの 
検索で "SWM-FC003_Vxxx" フォルダを探し，フォルダごと削除してください。 
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2. モニタソフトの起動と終了 
2.1 パソコンへの配線 

パソコン – FCD-13A/FCR-13A 間の配線は，FCシリーズ(C, C5)通信取扱説明書の "配線" の項を参照 

してください。 

 

      ●配線例 

通信変換器 IF-300-C5 を介してパソコンとFCD-13A/FCR-13Aを接続 (図2.1-1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.1-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モニタソフトを起動する前に，FCD-13A/FCR-13A 取扱説明書の "操作" の項を参照して，下記項目 

を確認してください。 

・機器番号設定 

機器番号は，FCD-13A/FCR-13A を複数台接続する場合，重複しないように設定してください。 

・通信速度選択 

通信速度は，パソコン，通信変換器に合わせて設定してください(19200bps を推奨)。 

・通信プロトコル選択 

通信プロトコルは，神港標準プロトコルを選択してください。 

   注  意 

 

D-sub 25ピンコネクタの場合

   2 TXD
   3 RXD
   7 SG
   1 FG
   4 RTS
   5 CTS
   6 DSR
 20 DTR
   8 CD

      YA(-)     2
      YB(+)    1
      COM   11

RX
TX
SG (COM)

D-sub 25ピン
コネクタ

通信変換器
IF-300-C5

11 YA(-)
12 YB(+)
16 SG

FCD-13A/FCR-13A

11 YA(-)
12 YB(+)
16 SG

11 YA(-)
12 YB(+)
16 SG

D-sub 9ピンコネクタの場合

   3 TXD
   2 RXD
   5 GND
   1 DCD
   4 DTR
   6 DSR
   7 RTS
   8 CTS
   9 RI

      YA(-)     2
      YB(+)    1
      COM   11

RX
TX
SG (COM)

D-sub 9ピン
コネクタ

通信変換器
IF-300-C5

[ RS-232C ] [ RS-485 ]

シールド線

シールド線

シールド線

シールド線

シールド線

[ RS-232C ]

終端抵抗
120Ω内蔵

終端抵抗
120Ω内蔵

 1 GND

 1 GND

 1 GND

終端抵抗 120Ω
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2.2 モニタソフトの起動 

スタートメニューから，[ SHINKO TECHNOS ] – [ SWM-FC003_Vxxx ]をクリックしてください。 

(図2.2-1) 

モニタソフトが起動します。(図2.2-2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.2-1 

 

モニタソフト メイン画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.2-2 
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2.3 モニタソフトの終了 

メイン画面のメニューバー - 終了(X)をクリックまたは画面右上隅の [×] ボタンをクリックして 

ください。(図2.3-1) 

プログラム終了画面が表示されますので，[ はい(Y) ]ボタンをクリックしてください。 

モニタソフトを終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             図2.3-1 

 

   

 

モニタソフトは，終了する際，FCD-13A/FCR-13Aに設定およびFCD-13A/FCR-13Aより読込んだ 

データを自動的に保存しません。 

モニタソフトを終了する前に，必ずFCD-13A/FCR-13Aに設定およびFCD-13A/FCR-13Aより読込 

んだデータをファイルに保存してから終了してください。( P.34) 

 注  意 

"終了(X)" をクリックまたは画面右上隅の "×" ボタンをクリックしてください。 
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3. モニタソフトの設定 
3.1 モニタソフト起動後の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●モニタソフトの設定 

モニタソフトの設定は，基本設定(P)と個別設定(C)の2種類があります。(図3.1-1) 

初めて起動する場合，まず基本設定を行ってください。 

 

 

 

 

 

                    図3.1-1 

 

●基本設定画面の設定方法 

・各設定項目の設定を行う場合，各設定項目の数値および文字が入力されている場所をクリックし 

てください。各設定項目に，データ入力できるようになります。 

各設定項目のデータは，半角英数字で入力し， キーを押してください。 

・データ設定項目の右側に[▼]ボタンがある場合，その[▼]ボタンをクリックし，表示された設定値 

の中から選択し， キーを押してください。 

・設定項目の左側にチェックボックスがある場合，チェックボックス上でクリックしてください。 

チェックボックスに，チェックマークが入ります。 

チェックマークを入れる事により有効，外す事により無効を設定します。 

●個別設定画面の設定方法 

各項目の設定を行う場合，各項目の数値が入力されている場所にカーソルを移動し，クリックして 

ください。各設定項目に，データ入力できるようになります。 

各設定項目のデータは，半角英数字で入力し，[S]または[ 全設定 ]ボタンをクリックしてください。 

入力した設定値をFCD-13A/FCR-13Aに送信します。 

設定項目の右側に[▲，▼]ボタンがある，その[▲，▼]ボタンをクリックして選択し，[S]または 

[ 全設定 ]ボタンをクリックしてください。 

選択した設定値をFCD-13A/FCR-13Aに送信します。 

 

 

・モニタソフトは，終了する際，FCD-13A/FCR-13Aに設定およびFCD-13A/FCR-13Aより読込んだ 

データを自動的に保存しません。 

モニタソフトを終了する前に，必ずFCD-13A/FCR-13Aに設定およびFCD-13A/FCR-13Aより読込 

んだデータをファイルに保存してから終了してください。( P.34) 

・モニタソフト起動時の設定／読取りデータは，全て0または0.0になっています。 

・設定項目のデータを入力する場合，半角で入力してください。 

全角で入力し，[S]または[ 全設定 ]ボタンをクリックすると，設定画面には "0または0.0" と表示

され，FCD-13A/FCR-13Aにも "0または0.0" が設定されます。 

 注  意 

クリックすると，基本設定画面を表示し，モニタソフ 

トの設定が行えます。 

クリックすると，個別設定画面を表示し，各計器への 

設定／読取りが行えます。( P.18～20) 
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3.1.1 基本設定 

(1) メニューバー - 設定(S) - 基本設定(P)をクリックしてください。(図3.1.1-1) 

基本設定画面を表示します。(図3.1.1-2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3.1.1-1 

 

(2) 下記設定 (①～⑫) を行ってください。 
⑤，⑪，⑫は通信に関する設定ですので，必ず設定してください。 
基本設定画面の設定方法 ( P.15) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3.1.1-2 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ 

⑩ 

⑪ ⑫ 

このボタンをクリックすると，アドレス 1 

の FCD-13A/FCR-13A 個別設定画面が開き 

ます。 

このボタンをクリックすると，表示画面を 

切替えます。(1～15ch ←→ 16～30ch) 
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①：コントローラ名設定 
画面に表示されるグラフ番号の，コントローラ名を設定します。 
例：グラフ番号1のコントローラ名に "ヒータ1" と入力し，[ 適用(A) ]ボタンをクリック 

してください。グラフ番号1のコントローラ名が“ヒータ1”になります。 

②：スケール下限，上限設定 
画面に表示されるグラフ番号の，測定範囲(下限，上限)を設定します。 
例：グラフ番号1のスケール下限に0，スケール上限に1000を入力し，[ 適用(A) ]ボタンを 

クリックしてください。スケール下限値が0，スケール上限値が1000になります。 

③：単位設定 
画面に表示されるグラフ番号の，単位を設定します。 
例：グラフ番号1の単位に℃を入力し，[ 適用(A) ]ボタンをクリックしてください。 

グラフ番号1の単位が℃になります。 

④：下限，上限警報設定 
画面に表示されるグラフ番号の，下限，上限警報を設定します。 
警報動作を変更することはできません。 
例：グラフ番号1の警報下限に100，警報上限に900を入力し，[ 適用(A) ]ボタンをクリック 

してください。下限警報値が100℃に，上限警報値が900℃になります。 

⑤：アドレス(機器番号)設定 
モニタしたいFCD/R-13Aのアドレス(機器番号)を，設定します。 
例：グラフ番号1のアドレスに1を入力し，[ 適用(A) ]ボタンをクリックしてください。 

アドレス(機器番号)1に設定しているFCD-13A/FCR-13Aを，モニタします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥：センサタイプ設定 
画面に表示されるグラフ番号の，センサタイプを設定します。 
例：入力レンジ設定画面に表示されるセンサタイプを，K:-200～1370℃に変更し，[ 適用(A) ] 

ボタンをクリックしてください。 
画面に表示されるグラフ番号のセンサタイプが，K:-200～1370℃になります。 

⑦：グラフの表示(Enable)／非表示(Disable)設定 
画面に表示されるグラフ番号の，表示(Enable)／非表示(Disable)を設定します。 
例：グラフ番号1の "Enable" をチェック，残りのグラフ番号2～30の "Enable" のチェック 

を外し，[ 適用(A) ]ボタンをクリックしてください。 
"Enable" をチェックしたグラフ番号1のみ，モニタ画面上に表示します。 

⑧：表示専用設定(FIR) 
チェックをすると，表示専用となり個別設定の全設定ができなくなります。 

 

    

 

各グラフ番号に設定するアドレス(機器番号)は，重複しないように設定してください。 

アドレス(機器番号)が重複すると，同じアドレス(機器番号)のFCD-13A/FCR-13Aをモニタします。

 注  意 
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⑨：データ読取り時間設定 
モニタソフトがFCD-13A/FCR-13Aのデータを読取る時間間隔を設定します。 
設定時間は，15秒，30秒，1分，2分，3分，4分，5分より選択します。 
例：設定時間15秒を選択し，[ 適用(A) ]ボタンをクリックしてください。 

全てのデータ読取りを，15秒間隔で行います。 

⑩：パスワード設定 
パスワードを設定します。 
例：半角英数でパスワード( 大10文字)を設定し，[ 適用(A) ]ボタンをクリックしてくださ 

い。パスワードを設定すると，各画面へ移行する際にパスワード入力画面が表示され， 
パスワードを入力しないと，各画面に移行できません。( P.32) 

⑪：通信ポート(COM1，COM2)設定 
パソコンの通信ポートを設定します。 
例：通信ポートに1を入力し，[ 適用(A) ]ボタンをクリックしてください。 

パソコンの通信ポート "COM1" を介して通信を行います。 

⑫：通信速度設定 
モニタソフトの通信速度を設定します。 
FCD-13A/FCR-13Aと同じ通信速度に設定してください。 
例："19200,e,7,1" を入力し，[ 適用(A) ]ボタンをクリックすると "19200bps" で通信を行 

います。 
",e,7,1" は，データ構成を表していますので，消去および変更しないでください。 
(e: 偶数パリティ，7: データビット7，1: ストップビット1) 

 
(3) 設定が終了しました。 

[ 完了(O) ]ボタンをクリックしてください。(図3.1.1-2) 
モニタ画面に戻ります。(図3.1.1-1) 

 
 

3.1.2 個別設定 

(1) メニューバー - 設定(S) - 個別設定(C)をクリックしてください。(図3.1.2-1) 

計器設定 主設定モード画面を表示します。(図3.1.2-2，図3.1.2-3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           図3.1.2-1 
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(2) 下記設定 (①～⑥) を行ってください。 

個別設定画面の設定方法 ( P.15) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             図3.1.2-2 

 

                 ①          ②         ③           ⑤ 

 

           ④ 

           ⑥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            図3.1.2-3 

① 主設定モードの設定 ( P.24) 
② 副設定モードの設定 ( P.25) 
③ 補助機能設定モード1の設定 ( P.25) 
④ 補助機能設定モード2の設定 ( P.26) 
⑤ プログラムモードの設定 ( P.26) 
⑥ 動作指示コマンドの設定 ( P.27) 

・グラフ番号      ：選択されているグラフ番号の，各設定項目を表示します。 
                    また，[▲，▼]ボタンをクリックすると，違うグラフ番号(1～30)を呼出し 
                    ます。 
・計器アドレス    ：モニタしているFCD-13A/FCR-13Aのアドレス(機器番号)を表示します。 
・設定値メモリ番号：モニタしているFCD-13A/FCR-13Aの，設定値メモリ番号を表示します。 
                    また，[▲，▼]ボタンをクリックすると，違う設定値メモリ番号(1～7)を 
                    呼出します。 

4.7 その他の機能 ( P.33) 

R：主設定値を，FCD-13A/FCR-13Aより読取ります。 
S：主設定値を，FCD-13A/FCR-13Aに設定します。 
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(3) 設定値の設定/読取り。 

設定方法 

全設定値を設定する場合，計器設定画面の[ 全設定 ]ボタンをクリックしてください。 

選択したグラフ番号の全設定値を，FCD-13A/FCR-13Aに設定します。 

設定値を個々に設定する場合，設定項目の右横にある[S]ボタンをクリックしてください。 

[S]ボタンをクリックした設定項目の設定値のみ，FCD-13A/FCR-13Aに設定します。 

読取り方法 
全設定値を読取る場合，計器設定画面のグラフ番号を確認し，[ 全読取 ]ボタンをクリックして 

ください。選択したグラフ番号の全設定値を，FCD-13A/FCR-13Aより読取ります。 

設定値を個々に読取る場合，設定項目の右横にある[R]ボタンをクリックしてください。 

[R]ボタンをクリックした設定項目の設定値のみ，FCD-13A/FCR-13Aより読取ります。 

 

(4) 設定値の保存。 

計器設定画面の[ 保存 ]ボタンをクリックしてください。 

保存設定のダイアログボックスを表示します。(図3.1.2-4) 

設定値を保存する場所およびファイル名を指定して[ 保存(S) ]ボタンをクリックしてください。 

初期設定では，保存する場所は "SetFiles" ，ファイル名は "SetCtrl1.set" になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3.1.2-4 

 

(5) グラフ番号のFCD-13A/FCR-13Aへの各種設定および設定値の保存が終了しました。 

[ 終了 ]ボタンをクリックしてください。(図3.1.2-3) 

モニタ画面に戻ります。(図3.1.2-1) 
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4. モニタソフトの画面および操作 
4.1 メイン画面(ダイヤグラム) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4.1-1 

 

      ・10グループの中から，1グループ(3チャネル分)のダイヤグラムを表示します。(図4.1-1) 

        他のグループを表示したい場合，画面下部のグループラベルをクリックしてください。 

        クリックしたグループのダイヤグラムを表示し，表示中のグループラベルは緑色になります。 

        また，グループラベル上にカーソルを移動すると，基本設定画面のコントローラ名設定で設定した 

名前が表示されます。 

・ダイヤグラムは，10分，30分，60分，180分，360分の表示モードがあります。 

1日分全体(0:00～24:00)は，ダイヤグラムのスクロールバーを使って見ることが出来ます。 

        (スクロールのステップは半時間です) 

        また，ダイヤグラム上でカーソルを移動すると，そのカーソル位置の座標(時刻，PV値)が画面上 

        端に表示されます。 

メニューバー 
ダイヤグラム／バーグラフ：表示方式を切替えます。 
現在時刻    ：現在時刻のダイヤグラムを表示します。 
履歴ファイル：履歴ファイルを閲覧します。 
設  定      ：モニタソフトとFCD-13A/FCR-13A全ての設定を行います。 
終  了      ：モニタソフトを終了します。 

カーソル位置の座標(時刻，PV値)を表示します。 

オプションメニュー( P.22)を表示します。 

PV値を表示します。

1日分のダイヤグラムを見る

スクロールバーです。 

警報優先表示を選択すると， 
警報の出ているグラフ番号を 
優先的に表示します。 

現在時刻を選択する 
と，常に現在時刻を 
表示します。 

単位を表示します。 

このダイヤグラム番号を

クリックすると，10～12
のダイヤグラムを画面に

表示します。 

正常に通信している時は緑色，

正常に通信していない時は赤色

に変わります。 

各ダイヤグラムの上限警報 
を表示します。 

現在時刻，および日付を表

示します。 

各ダイヤグラムの下限警報 
を表示します。 
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      ●オプションメニュー 

        オプションメニューを表示させる場合，モニタ画面上で右クリックしてください。 

        下記オプションメニューが表示されます。 

        現在時刻      ：数時間前のダイヤグラムを閲覧していても，現在時刻をクリックすると，現在時 

                        刻のダイヤグラムを表示します。 

        シンボル表示  ：シンボル表示をクリックしチェックを入れると，サンプリングしたPV値をより見 

                        やすく(太く)表示します。 

        警報表示      ：警報表示をクリックしチェックを入れると，モニタ画面上に上限／下限警報設定 

                        ラインを表示します。 

                        警報表示をクリックしチェックを外すと，モニタ画面上に上限／下限警報設定ラ 

                        インを表示しません。 

        表 示 色      ：選択しているダイヤグラムの各設定項目の色を設定します。 

                        背景色      ：背景色をクリックすると，モニタ画面上の背景色設定画面が表示 

                                      され，背景色の設定が行えます。 

                        描画色      ：描画色をクリックすると，モニタ画面上のPV値の線色設定画面が 

                                      表示され，PV値の線色の設定が行えます。 

                        シンボル色  ：シンボル色をクリックすると，モニタ画面上のPV値を見易くする 

                                      シンボル色設定画面が表示され，シンボル色の設定が行えます。 

                        グリッド色  ：グリッド色をクリックすると，グリッド色設定画面が表示され， 

                                      グリッド色の設定が行えます。 

                        カーソル色  ：カーソル色をクリックすると，モニタ画面上のカーソル色設定画 

                                      面が表示され，カーソル色の設定が行えます。 

                        警報ライン色：警報ライン色をクリックすると，警報ライン色設定画面が表示さ 

                                      れ，警報ライン色の設定が行えます。 

        小数桁数      ：小数桁数をクリックすると，ダイヤグラムとバーグラフのPV値を小数点表示にす 

                        る設定画面を表示します。半角で数字を入力してください。 

                        1を設定すると，PV値が小数点第1位表示になります。 

                        2を設定すると，PV値が小数点第2位表示になります。 

        グリッド分割数：グリッド分割数をクリックすると，ダイヤグラム横軸の分割数を設定する画面を 

                        表示します。半角で数字を入力してください。 

                        ダイヤグラム横軸の分割数の設定範囲は，1( 小)～50( 大)です。 

                        1～50以外の数字は入力しないでください。 
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4.2 メイン画面(バーグラフ) 

        ダイヤグラム画面からバーグラフ画面に切替える場合，メイン画面のメニューバー - ダイヤグラム 

／バーグラフ(D)をクリックしてください。 

        バーグラフ画面に切替わります。(図4.2-1) 

      ●バーグラフ画面 

        バーグラフはグラフ番号，スケール，PV値，上限／下限警報状態を表示します。 

        バーグラフの色は，警報が動作していない時は青色，警報が動作している時は赤色になります。 

        また，画面上のバーグラフ(1～3)をクリックすると，クリックした番号(1～3)のグループのダイヤ 

        グラムを表示します。(図4.2-2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              図4.2-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             図4.2-2 

 

グラフ番号 スケール上限値

スケール下限値

PV

正常に通信している時は緑色，正常に通信していない時は赤色に変わります。 
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4.3 計器設定画面の各モード設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ●FCD-13A/FCR-13Aに設定値を設定する場合 

        設定項目の設定値上にカーソルを移動し，クリックしてください。 

        設定値を半角で入力してください。 

        設定項目の右端に[▲，▼]ボタンがある場合，[▲，▼]ボタンをクリックして選択してください。 

        下記のいずれかの方法でFCD-13A/FCR-13Aに設定値を設定します。 

[S]ボタン ：入力した設定項目の設定値のみ，FCD-13A/FCR-13Aに設定します。 

[ ページ設定 ]ボタン ：表示している画面の全設定値を，FCD-13A/FCR-13Aに設定します。 

[ 全設定 ]ボタン ：表示しているグラフ番号の全設定値を，FCD-13A/FCR-13Aに設定します。 

      ●FCD-13A/FCR-13Aから設定値を読取る場合 

        下記のいずれかの方法で，FCD-13A/FCR-13Aより設定値を読取ります。 

[R]ボタン ：クリックした設定項目の設定値のみ，FCD-13A/FCR-13Aより読取ります。 

[ ページ読取 ]ボタン ：表示している画面の全設定値を，FCD-13A/FCR-13Aより読取ります。 

[ 全読取 ]ボタン ：表示しているグラフ番号の全設定値を，FCD-13A/FCR-13Aより読取ります。 
 
     (1) 主設定モード 

      ●この画面では，主設定値の設定または読取りを行います。(図4.3-1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           図4.3-1 

 

 

・モニタソフトは，計器のオプションに関係なく全設定項目を表示します。 

オプションが付加されていない設定項目への設定はしないでください。 

・設定項目の設定は，必要な設定項目のみ設定してください。 

 注  意 

・グラフ番号      ：現在選択されているグラフ番号の，各設定項目を表示します。 

                    また，[▲，▼]ボタンをクリックすると，違うグラフ番号(1～30)を呼出し 

ます。 

・計器アドレス    ：現在モニタしているFCD-13A/FCR-13Aのアドレス(機器番号)を表示します。

・設定値メモリ番号：現在モニタしているFCD-13A/FCR-13Aの，設定値メモリ番号を表示します。

                    また，[▲，▼]ボタンをクリックすると，違う設定値メモリ番号(1～7)を呼出

します。 
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     (2) 副設定モード 

        この画面では，副設定モードの設定または読取りを行います。(図4.3-2) 

        設定／読取り方法 ( P.24) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          図4.3-2 

 

     (3) 補助機能設定モード1 

        この画面では，補助機能設定モード1の設定または読取りを行います。(図4.3-3) 

        設定／読取り方法 ( P.24) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          図4.3-3 

 

主比例帯設定を設定する場合，カーソ 
ルをここへ移動し，クリックして数値 
を入力してください。 

オートチューニング実行／解除を設定

する場合，[▲]または[▼]ボタンをクリ

ックして設定してください。 
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     (4) 補助機能設定モード2 

        この画面では，補助機能設定モード2の設定または読取りを行います。(図4.3-4) 

        設定／読取り方法 ( P.24) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         図4.3-4 

 

     (5) プログラムモード 

        この画面では，プログラムモードの設定または読取りを行います。(図4.3-5) 

        設定／読取り方法 ( P.24) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         図4.3-5 

 

プログラム制御を設定した場合，ステップ(1～7)時間設定を行って 

ください。 

ステップ1の時間設定は，設定値メモリ番号1に設定し，ステップ2の 

時間設定は，設定値メモリ番号2に設定してください。 
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●プログラム制御について 

FCD-13A/FCR-13Aは，設定値メモリ番号(1～7)を使用してプログラム制御を行います。 

プログラム制御切り替えの項目で "1-プログラム制御" を選択すると，プログラム制御のステップ数 

だけ設定値メモリ番号が必要になります。(プログラム制御の1ステップが，設定値メモリ番号1に， 

プログラム制御の2ステップが設定値メモリ番号2に相当します) 

プログラム制御を行う場合，プログラム制御に必要なステップ数だけ，設定値メモリ番号の全設定を 

行ってください。 

ただし，FCD-13A/FCR-13Aの設定値メモリ番号は1～7までしかありませんので，7ステップ以上の 

プログラムは設定できません。 

 

     (6) 動作指示コマンド 

        この画面では，動作指示コマンドの設定または読取りを行います。(図4.3-6) 

        設定／読取方法 ( P.24) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          図4.3-6 

 

      ●制御出力オフ機能指定 

        この設定項目は，定値制御，プログラム制御によりコントローラの状態が異なります。 

 0－制御/(STOP) 1－停止/(RUN) 

定値制御の場合 制御出力をONします 制御出力をOFFします 

プログラム制御の場合 プログラム制御を停止します プログラム制御を開始します

 

      ●オート(自動)/マニュアル(手動)切り替え 

        この設定項目は，定値制御の場合のみ有効です。 

0－オート(自動)制御 1－マニュアル(手動)制御 

オート(自動)制御を行います マニュアル(手動)制御を行います 

 

マニュアル操作量設定は，定値制御で "オート(自動)/マニュア 

ル(手動)切り替え" 項目の "マニュアル(手動)制御" を設定した 

場合，有効になります。 
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     (7) 動作状態読取りコマンド 

        この画面では，下記動作状態の読取りを行います。(図4.3-7) 

        読取り方法 ( P.24) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          図4.3-7 
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4.4 入力レンジ設定 

コントローラの入力レンジを設定すると，センサタイプがモニタ画面上に表示されます。(図4.4-1) 

      ●設定方法 

        下記のいずれかの方法で，入力レンジを設定します。 

例1)プログラム設定画面より， "コントローラ名 1" のセンサタイプを設定する場合，センサタイ 

プの項目上でクリックしてください。 

入力レンジ設定画面を表示します。(図4.4-2) 

センサタイプの入力レンジを選択し，[ 適用(O) ]ボタンをクリックしてください。 

選択したセンサタイプが，モニタ画面に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           図4.4-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           図4.4-2 

 

計器名 1の，センサタイプの表示を変更したい場合，

この項目をクリックしてください。 

設定したいセンサタイプの入力レンジを選択し，クリックしてください。 

例では，センサタイプ K，入力レンジ -200～1370℃を選択しています。 



-30- 

 

例2)計器設定画面の一番下にある[ <-- 変更 ]ボタンをクリックしてください。(図4.4-3) 

入力レンジ設定画面を表示します。(図4.4-4) 

センサタイプの入力レンジを選択し，[ 適用(O) ]ボタンをクリックしてください。 

選択したセンサタイプが，モニタ画面に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          図4.4-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          図4.4-4 

 

 

設定したいセンサタイプの入力レンジを選択し，クリックしてください。 

例では，センサタイプ K，入力レンジ -200～1370℃を選択しています。 

画面左下のセンサタイプの表示を変更したい場合，[ <-- 変更 ] 
ボタンをクリックしてください。 
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4.5 履歴ファイルの閲覧 

        履歴ファイルの閲覧をする場合，メイン画面のメニューバー - 履歴ファイル(F)をクリック，確認 

したい日付の履歴ファイルを選択し，[ Ok ]ボタンをクリックしてください。(図4.5-1) 

        1日単位で保存した履歴を，ダイヤグラム表示する事が出来ます。(図4.5-2) 

        表示チャネルの変更は，画面下部のグループラベルをクリックしてください。(図4.5-2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4.5-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            図4.5-2 

 

表示させたい年を，[▲，▼]ボタンをクリック 
し，設定してください。 

[▼]ボタンをクリックし，表示したい月を 
設定してください。 

表示させたい日を選択してください。 

[ Ok ]ボタンをクリックすると，選択したファイルをダイヤグラム 
表示します。 

[ Cancel ]ボタンをクリックすると，選択していたファイル 
を破棄し，この画面を終了します。 

表示チャネルの変更は，グループラベルをクリックして変更します。 

グループラベル(16,17,18)をクリックすると，そのグループのチャ 

ネルを表示します。 
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      ●保存データ閲覧画面(メニューバー)の説明(図4.5-2) 

・データファイル ：このボタンをクリックすると，履歴ファイルのデータファイルを表示します。 

・＋30分 ：このボタンをクリックすると，保存データ閲覧画面の時間を30分進めます。 

・－30分 ：このボタンをクリックすると，保存データ閲覧画面の時間を30分戻します。 

・整  列 ：このボタンをクリックすると，表示データ(一番左)のダイヤグラム時間に，残り 

2つのダイヤグラムの時間を合わせます。 

・変  換 ：このボタンをクリックすると，表示中の履歴ファイルデータを，各種表計算ソ 

フトに読込めるデータ(テキストファイル[日付.CSV])に変換して保存します。 

(図4.5-2)のデータを変換した場合，モニタソフトをインストールしたフォルダ 

のDateフォルダ内に19991108.CSVというファイル名で自動的に保存します。 

 

 

4.6 パスワード入力 

        基本設定画面でパスワードを入力( P.18)すると，基本画面，個別設定画面を開く場合またはモニタ 

        ソフトを終了する場合に，パスワード入力要求の画面が表示されます。(図4.6-1) 

        設定したパスワードを入力し，[ 適用 ]ボタンをクリックしてください。(図4.6-2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4.6-1 

 

 

 

 

 

図4.6-2 

 

 

基本画面で設定したパスワードを入力しないと，それぞれの画面に移行しなくなります。 

パスワードはメモ等に控えて大切に保管してください。 

 注  意 
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4.7 その他の機能 

        ページ読取，ページ設定，全読取，全設定，印刷，読込，保存，終了の操作を行います。(図4.7-1) 

 

 

 

 

 

 

 

                                          図4.7-1 

 

      ・[ ページ読取 ] 

        表示している画面の全設定値を，FCD-13A/FCR-13Aより読取ります。 

      ・[ ページ設定 ] 

        表示している画面の全設定値を，FCD-13A/FCR-13Aに設定します。 

      ・[ 全読取 ] 

        表示しているグラフ番号の全設定値を，FCD-13A/FCR-13Aより読取ります。 

      ・[ 全設定 ] 

        表示しているグラフ番号の全設定値を，FCD-13A/FCR-13Aに設定します。 

      ・[ 印刷 ] 

        表示しているグラフ番号の全設定値を，パソコンに接続されているプリンタより印刷します。 

        ただし，パソコンにプリンタが接続されていなければ印刷されません。 

      ・[ 読込 ] 

 

 

 

 

 

 

        ハードディスクに保存している1チャネル分(全項目)のデータを，モニタソフトに読込ます。 

        データ読込は，モニタソフト起動時に行ってください。 

      ※この読込は，ハードディスクからモニタソフトへデータを読込むだけの機能です。 

        モニタソフトに読込んだデータは，設定操作を行うまでFCD-13A/FCR-13Aに設定しません。 

        読込方法 

①読込みたいグラフ番号を，設定してください。 

(図4.7-1)は，グラフ番号1を設定しています。 

②[ 読込 ]ボタンをクリックしてください。 

設定値読込の画面が表示され，前回保存したデータ名を表示します。(図4.7-2) 

③保存したデータの中から，読込みたい保存データ名をクリックし，[ 開く(O) ]ボタンをクリック 

してください。(図4.7-2) 

グラフ番号1に，保存データの全設定値が設定されます。 

 

 

モニタソフトはデータを保存する際，1チャネル分の設定値データを1ファイルとして保存します。 

保存データの読込を行う場合，各チャネル毎の保存データを読込んでください。 

 注  意 
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                                             図4.7-2 

      ・[ 保存 ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        計器設定画面に表示されている，1チャネル分(全項目)のデータを，ハードディスクに保存します。 

        データ保存は，モニタソフト終了前に必ず行ってください。 

        保存方法 

①[ 保存 ]ボタンをクリックしてください。 

保存設定の画面が表示されます。(図4.7-3) 

②保存する場所(フォルダ)を選択し，ファイル名を設定して[ 保存(S) ]ボタンをクリックしてくだ 

さい。 

モニタソフトに表示されている全設定値(1チャネル分)を保存し，計器設定画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             図4.7-3 

      ・[ 終了 ] 

        計器設定画面を終了し，モニタ画面を表示します。 

前回，保存したデータ名 

 

 

・モニタソフトは，終了する際，FCD-13A/FCR-13Aに設定およびFCD-13A/FCR-13Aより読込んだ 

データを自動的に保存しません。 

モニタソフトを終了する前，必ずFCD-13A/FCR-13Aに設定およびFCD-13A/FCR-13Aより読込ん 

だデータをファイルに保存してから終了してください。 

・モニタソフトは，データを保存する際，1チャネルの設定値データを1ファイルとして保存します。

各チャネルのデータを保存する場合，各チャネル毎にファイル名を変更し保存してください。 

 注  意 
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5. 通信できない時は? 
お客様ご使用のパソコン，FCD-13A/FCR-13Aおよび通信変換器(IF-300-C5)に電源が供給されているか 

確認してください。 

それでも通信ができない時は，下表に示す内容の確認を行ってください。 

●通信できない場合 

確認項目 参照ページ 

パソコンに接続している通信コネクタが，外れていないか確認

してください。 

 

各通信コネクタの結線を間違えていないか確認してください。 ( P.12) 

通信ケーブル，コネクタの断線および接触不良はないか確認し

てください。 

( P.12) 

パソコン(モニタソフト)，通信変換器およびFCD-13A/FCR-13A

の通信速度が一致しているか確認してください。 

( P.18) 

FCD-13A/FCR-13A取扱説明書 

パソコン(モニタソフト)および通信変換器のデータ長，パリテ

ィ，ストップビットが，FCD-13A/FCR-13Aの通信方式と一致

しているか確認してください。 

( P.18) 

FCD-13A/FCR-13A取扱説明書 

同じ機器番号を設定しているFCD-13A/FCR-13Aはないか確認

してください。 

FCD-13A/FCR-13A取扱説明書 

終端抵抗を接続しているか確認してください。 ( P.12) 

FCD-13A/FCR-13A通信取扱説 

明書 

パソコン(モニタソフト)の通信ポートの設定が間違っていない

か確認してください。 

( P.18) 

 

●パスワードを忘れた場合 

弊社営業所へお問い合わせください。 

 



 

・・・お問い合わせは・・・ 

 

 

モニタソフトについて不明な点がございましたら，下記弊社営業所または出張所へお問い合わせ 

ください。 

なお，動作上の不具合については，その内容とご使用状態の詳細を具体的にお知らせください。 
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